
「初代県庁館」は、明治初期に兵庫県誕生とともに最初の県庁が置かれた、元大坂町奉行所管轄の兵庫勤番所の建物を復元し、2021（令和3）年11月に開館。子どもから大人まで当時の様子を楽しく体験することができる。

水まわりの特長
施設の特徴
兵庫津（ひょうごのつ）は、千年を超える歴史を誇る港湾都市であり、初代兵庫県庁が置かれた兵庫県発祥の地である。その地に整備が進められている「兵庫県立兵庫津ミュージアム」は、2021（令和3）年11月に開館された「初代県庁館」と博物館施設「ひょうごはじまり館」（2022（令和4）年11月開館予定）の2つが一体となった施設。兵庫津の歴史、県の成り立ち、県を構成する五国（摂津･播磨･但馬･丹波･淡路）の魅力や多様性を発信。「ここにしかない歴史を発見し、兵庫ファンを増やす拠点施設」を目指している。このたび開館された「初代県庁館」は、幕末･明治初期に最初の兵庫県庁が置かれた、元大坂町奉行所管轄の兵庫勤番所の建物が当時の絵図面をもとに復元されたものである。

水まわりの特長
「初代県庁館」エリアには、2ヶ所のトイレを設置。施設に訪れた方が利用しやすいよう施設内の通路沿いに設けられた「旧船見番小屋」のトイレは、男女トイレに加えバリアフリートイレを設置。さまざまな利用者に対応できるように配慮している。カフェスペースともなる「取次役所」には、休憩処利用者のために専用のトイレを用意。性別問わず利用できる男女共用の個室完結型トイレを設置。さらにトイレ前室には、飲食の前後に手洗いができる手洗い場も用意している。水栓や衛生器具は、節水商品を選定。さらに、便器も、きれい除菌水を搭載したウォシュレットアプリコットPや、掃除口付のパブリックコンパクト便器・フラッシュタンク式などを採用、メンテナンス性の向上も考慮して選定されている。

館内のメイントイレとなる旧船見番小屋のトイレは、男女トイレに加えバリアフリートイレを設置。また、取次役所（休憩処）の室内にも、男女共用トイレと食事の前後に手が洗えるよう手洗い場を用意している。

建築概要
名称	 兵庫県立兵庫津（ひょうごのつ）ミュージアム 初代県庁館
所在地	 兵庫県神戸市兵庫区中之島2-1-17
施主	 兵庫県企画部地域振興課
設計	 株式会社いるか設計集団、兵庫県まちづくり部営繕課・設備課
施工	 建築　荻野建設株式会社
	 機械　有元温調株式会社
	 電気　株式会社吉澤
竣工年月	 2021年8月
敷地面積	 5,690.22㎡
建築面積	 597.2㎡
延床面積	 498.5㎡
構造・階数	 鉄骨造、木造・地上1階

おもなTOTO使用機器
パブリックコンパクト便器･フラッシュタンク式：CFS49*系
ウォシュレットアプリコットP（擬音装置「音姫」付きエコリモコン）：TCF5830AU系
自動洗浄小便器：UFS900R／洗面器：LS715、LS721C
台付自動水栓：TENA12EL、TENA41A／ベビーチェア：YKA15系、YKA16系
ベビーシート：YKA25系／フィッティングボード：YKA41R
コンパクト・バリアフリートイレパック：UADA*11R1A1ASN1WA系

小便器は清掃性を考慮し、便器上部に段差がなくシンプルなデザインの壁掛型の自動洗浄小便器を採用。また、男女トイレともに1ヶ所にベビーチェア付きの大便器ブースを設置し、乳幼児連れに配慮している。女性トイレとはデザインの異なる380角のベッセル式洗面器と自動水栓を組み合わせた。水栓は、節水性を考慮、空気混入率を高くし、低流量で快適な手洗い感を実現した商品を選定している。大便器は、便器詰まりが発生しても除去作業ができる掃除口付きのパブリックコンパクト便器・フラッシュタンク式に、エコリモコンやノズルきれい機能を搭載したウォシュレットアプリコットPを採用している。

勤番所時代の船見番小屋を再現。設けられた男女トイレの入口には、質の高い綿織物として、世界のブランドからも信頼を集める「播州織（ばんしゅうおり）」の暖簾を用い、外部からの視線を遮っている。

県庁舎を復元した建物内の知事執務室横には、雪隠（せっちん）・手水場（ちょうずば）・湯殿が再現され、昔の水まわりを学ぶことができる。復元された取次役所は、勤番所時代に下級役人の官舎だった建物を、休憩処やカフェスペースとして利用できるようにしたもの。男女共用個室完結型のトイレとトイレ前室にも手洗い場を設けている。「旧船見番小屋」のトイレエリアには、バリアフリートイレも設置。車いす使用者、オストメイトに加え、乳幼児連れへの配慮として、ベビーシートも完備。さらに、着替え配慮としてフィッティングボードも備えている。

400角のスクエア型のベッセル式洗面器と、自動水栓を組み合わせた端正な佇まい。バリアフリー対応として1ヶ所に手すりを設けている。鏡は、隣人と鏡越しに視線があうことがないよう個別鏡を採用している。
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女性トイレ 洗面コーナー 400角のスクエア型のベッセル式洗面
器と、自動水栓を組み合わせた端正
な佇まい。バリアフリー対応として1ヶ
所に手すりを設けている。鏡は、隣人
と鏡越しに視線があうことがないよう
個別鏡を採用している。

バリアフリートイレ 「旧船見番小屋」のトイレエリアには、
バリアフリートイレも設置。車いす使用
者、オストメイトに加え、乳幼児連れへ
の配慮として、ベビーシートも完備。さ
らに、着替え配慮としてフィッティング
ボードも備えている。

取次役所（休憩処） 復元された取次役所は、勤番所時代
に下級役人の官舎だった建物を、休
憩処やカフェスペースとして利用でき
るようにしたもの。男女共用個室完結
型のトイレとトイレ前室にも手洗い場を
設けている。

旧便所・湯殿の復元 県庁舎を復元した建物内の知事執
務室横には、雪隠（せっちん）・手水場
（ちょうずば）・湯殿が再現され、昔の
水まわりを学ぶことができる。

旧船見番小屋 
トイレ入口

勤番所時代の船見番小屋を再現。設
けられた男女トイレの入口には、質の
高い綿織物として、世界のブランドから
も信頼を集める「播州織（ばんしゅうお
り）」の暖簾を用い、外部からの視線
を遮っている。

女性トイレ 
大便器ブース

大便器は、便器詰まりが発生しても除
去作業ができる掃除口付きのパブリッ
クコンパクト便器・フラッシュタンク式
に、エコリモコンやノズルきれい機能を
搭載したウォシュレットアプリコットPを
採用している。

男性トイレ 洗面コーナー 女性トイレとはデザインの異なる380角
のベッセル式洗面器と自動水栓を組
み合わせた。水栓は、節水性を考慮、
空気混入率を高くし、低流量で快適
な手洗い感を実現した商品を選定し
ている。

男性トイレ 
小便器・大便器コーナー

小便器は清掃性を考慮し、便器上部
に段差がなくシンプルなデザインの壁
掛型の自動洗浄小便器を採用。また、
男女トイレともに1ヶ所にベビーチェア
付きの大便器ブースを設置し、乳幼児
連れに配慮している。

建築概要
名称	 兵庫県立兵庫津（ひょうごのつ）ミュージアム 初代県庁館
所在地	 兵庫県神戸市兵庫区中之島2-1-17
施主	 兵庫県企画部地域振興課
設計	 株式会社いるか設計集団、兵庫県まちづくり部営繕課・設備課
施工	 建築　荻野建設株式会社
	 機械　有元温調株式会社
	 電気　株式会社吉澤
竣工年月	 2021年8月
敷地面積	 5,690.22㎡
建築面積	 597.2㎡
延床面積	 498.5㎡
構造・階数	 鉄骨造、木造・地上1階

おもなTOTO使用機器
パブリックコンパクト便器･フラッシュタンク式：CFS49*系
ウォシュレットアプリコットP（擬音装置「音姫」付きエコリモコン）：TCF5830AU系
自動洗浄小便器：UFS900R／洗面器：LS715、LS721C
台付自動水栓：TENA12EL、TENA41A／ベビーチェア：YKA15系、YKA16系
ベビーシート：YKA25系／フィッティングボード：YKA41R
コンパクト・バリアフリートイレパック：UADA*11R1A1ASN1WA系

トイレ図面
館内のメイントイレとなる旧船見番小屋のトイレは、男女トイレに加えバリアフリート
イレを設置。また、取次役所（休憩処）の室内にも、男女共用トイレと食事の前後に
手が洗えるよう手洗い場を用意している。

水まわりの特長
施設の特徴
兵庫津（ひょうごのつ）は、千年を超える歴史を誇る港湾都市であり、初代兵庫県
庁が置かれた兵庫県発祥の地である。その地に整備が進められている「兵庫県
立兵庫津ミュージアム」は、2021（令和3）年11月に開館された「初代県庁館」と博
物館施設「ひょうごはじまり館」（2022（令和4）年11月開館予定）の2つが一体と
なった施設。兵庫津の歴史、県の成り立ち、県を構成する五国（摂津･播磨･但馬
･丹波･淡路）の魅力や多様性を発信。「ここにしかない歴史を発見し、兵庫ファン
を増やす拠点施設」を目指している。このたび開館された「初代県庁館」は、幕末
･明治初期に最初の兵庫県庁が置かれた、元大坂町奉行所管轄の兵庫勤番所
の建物が当時の絵図面をもとに復元されたものである。

水まわりの特長
「初代県庁館」エリアには、2ヶ所のトイレを設置。施設に訪れた方が利用しやすい
よう施設内の通路沿いに設けられた「旧船見番小屋」のトイレは、男女トイレに加
えバリアフリートイレを設置。さまざまな利用者に対応できるように配慮している。カ
フェスペースともなる「取次役所」には、休憩処利用者のために専用のトイレを用
意。性別問わず利用できる男女共用の個室完結型トイレを設置。さらにトイレ前室
には、飲食の前後に手洗いができる手洗い場も用意している。水栓や衛生器具
は、節水商品を選定。さらに、便器も、きれい除菌水を搭載したウォシュレットアプリ
コットPや、掃除口付のパブリックコンパクト便器・フラッシュタンク式などを採用、メン
テナンス性の向上も考慮して選定されている。

長屋門（正面入口） 「初代県庁館」は、明治初期に兵庫
県誕生とともに最初の県庁が置かれ
た、元大坂町奉行所管轄の兵庫勤番
所の建物を復元し、2021（令和3）年
11月に開館。子どもから大人まで当時
の様子を楽しく体験することができる。
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